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の

代

表

、

各

地

区

別

代

表

、

一

什

・

9

一
竹
・

2

県
水
産
試
験
場
に
依
一
区
に
公
民
館
を
建
設
せ
よ
)
。
一
ょ
う
)
積
極
的
に
対
処
し
、
努
力

般
出
席
者
と
い
う
よ
ろ
に
分
金
時

k

開
発
公
一
頼
し
て
、
臨
海
工
業
用
一
小
学
校
の
プ
ー
ル
、
体
育
館
、
一
す
る
こ
と
で
了
解
を
得
る
と
と

け
て
お
こ
な
っ
た
と
と
も
あ
っ
吾
昆
社
役
員
一
地
造
成
工
事
に
よ
る
漁
一
運
動
場
の
整
備
を
急
げ
。
埋
立
一
も
に
、
最
後
に
長
浜
町
の
長
期

て
、
終
始
発
言
が
つ
づ
き
ま
し
一
開
会
ひ
ら
一
官
害
調
査
始
め
る
。
一
て
地
の
一
角
に
子
ど
も
の
遊
び
一
振
興
計
画
の
基
本
目
標
を
満
場

た

。

桑

田

国

き

、

布

作

日

現

場

一

惜

の

海

底

一

場

を

兼

ね

た

運

動

場

を

つ

く

れ

一

一

致

で

採

択

し

閉

会

し

ま

し

た

こ

の

ち

ち

特

に

訟

に

多

か

一

環

海

L

U

1
日
明
性
一
小
学
校
に
も
事
務
職
員
室
置
↑
長
浜
町
長
期
振
興
計
画
基
一

た

も

の

や

参

考

的

な

意

見

、

一

関

用

地

の

一

1

漁
協
役
職
員
弘
糾
一
せ
よ
o

敬
老
精
神
の
教
育
喜
一
本
目
標

要
望
を
見
て
み
ま
す
と
、
①
生
一

E

う
ち
第
よ
び
町
開
発
課
職
員
も
一
底
せ
よ
。
医
師
確
保
の
た
め
、
一

O
T
-
-ょ

J
m
J
m

活
環
境
に
か
ん
す
る
こ
と
で
一
一
工
区
内
の
付
侍
工
京
現
場
へ
同
行
。
一
奨
学
制
度
に
よ
り
優
秀
高
校
生
一
。
悪
品
刊
誌
伊
…
官
策
の
日
本
一
は
古
来
不
一
一
一
一
μ
実
行
が
東

一
は
、
ゴ
ミ
処
理
を
山
間
部
も
八
汀
に
つ
い
て
な
と
主
主
一
工
業
用
水
道
管
理
設
工
事
す
一
の
医
大
入
学
を
は
か
れ
o

長
浜
一
充
実
強
化
、
。
て
ん
ぜ
ら
れ
た
国
で
あ
り
、
西
洋

訂

当

日

日

一

¥

な

ド

議

問

ド

(

駅

刊

iれ
ド

で

)

一

明

日

h
p
w
d時
一

む

抽

出

掛

川

目

指

一

日

日

目

立

U
U日

れ
o

町

営

住

宅

を

建

設

し

て

ほ

ふ

拠

点

介

翻

4
1舗

を

は

か

る

と

と

も

に

グ

ラ

け

っ

く

り

i
c

で
は
物
事
を
正
確
確
実
に
表
現

一

下

見

付

古

川

仁

川

一

対

品

開

繍

機

ザ

ふ

鶴

一

四

四

日

叶

日

前

日

明

記

謡

館

岐

部

棚

と

す

る

習

慣

が

お

り

日

本

J

う
に
せ
よ
o

各

地

に

児

童

遊

園

べ

議

γイ

蕗

機

灘

鱗

鶴

一

県

外

研

修

を

実

施

せ

よ

な

ど

一

産

業

構

成

の

改

草

と

と

ば

を

簡

路

に

ほ

か

し

て

全

一

の
設
置
を

2
0
2区
に

公

一

指

織

れ

J
醸

懇

麟

属

機

鶴

③

行

政

の

改

善

に

か

ん

す

る

も

三

し

い

人

情

;
z
Jの

こ
と
を
い
わ
な
い
習
慣
が
一

時

日

三

世

間

一

辺

《

弘

毅

鰯

ぺ

い

鱒

日

四

五

月

刊

日

目

。

守

当

時

U
U
Hリ
リ
日

目

一

一

一

一

日

一

¥

波

紋

畿

ぶ

¥

一

同

HHUM-日
当

日

UH--Huhu

-231一正
汚

転

三

rl
一

犠

出

い

叩

宙

開

山

町

一

日

間

同

措

置

プ

日

目

片

山

口

パ

一

U
U
U
U片山
一

コ

な

ぶ

議

ば

釘

f

J

弘

繊

維

一

十

円

を

五

十

円

に

値

下

げ

し

て

一

時

日

時

三

日

見

守

一

抗

日

日

立

白

河

も

一

1
1
1
1
1
[ー
ー
ト
い
U
い

ιト
わ
い
い
:
一
ほ
し
い
ー
な
ど
の
意
見
要
望
が
一

:
j
a
i
-
υ
j
・1
・

一

会

は

助

役

の

閉

会

の

こ

と

一

山

一

円

出

山

一

…

日

間

山

宮

川

町

民

間

f
H町
内
庄
一
…
司
一
一
一
…
…
~
…

ιれ

れ

ト

一

町

民

贈

の

主

主

一

忠

一

出

一

一

一

山

一
M
r
山
立
山
首
一
一
江
川
一
の
水
を
消
防
水
利
と
し
て
利
用
一
に
か
ん
す
れ
こ
と
で
は
、
町
立
一
い
た
け
原
木
不
足
対
策
を
樹
立
一
を
し
て
ゆ
く
予
定
で
し
た
が
っ
一
電
話
で
は
受
け
一
ど
日
本
で
は
そ
の
場
限
り
の
外

一

江

守

自

注

目

白

一

日

比

守

訂

U
D
u
-
-江
昨

日

幻

一

日

灯

れ

ド

誌

目

減

一

討

は

立

与

目

、

町

一

刊

刊

J

日
日
民
間
一
れ
に
一
時
間
肘
川
口
れ
日
付
古
川

一
次
期
年
度
町
政
推
進
に
た
い
し
一
災
予
防
上
の
意
見
要
望
が
目
孟
一
い
ほ
か
、
れ
診
療
所
に
専
任
の
一
民
館
(
部
落
館
)
の
建
設
を
推
進
一
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
一
部
の
一
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
一
い
て
も
し
か
る
べ
く
聞
い
て
お

一
て
だ
け
の
必
見
、
要
望
で
な
く
一
ち
ま
す
。
③
福
祉
行
政
に
か
ん
一
医
師
を
設
置
せ
よ
。
母
子
健
康
一
せ
よ
と
い
う
の
が
最
も
多
い
一
件
(
即
答
で
ま
る
も
の
)
に
つ
一
た
い
場
合
、
あ
る
い
は
戸
籍
、
や
一
る
の
だ
が
、
西
洋
で
は
善
処

一
長
浜
町
の
長
期
王
興
計
画
を
立
一
す
る
こ
と
で
は
、
老
人
福
祉
セ
一
セ
ン
タ
ー
を
設
置
せ
よ
な
一
ほ
か
、
町
民
総
合
グ
ラ
ン
ド
、
一
い
て
だ
け
態
度
表
明
を
お
こ
な
一
住
民
票
の
き
い
ト
や
b
本
が
必
要
一
す
る
と
い
え
ば
必
ず
善
処
し
な

一
て
て
推
進
し
て
ゆ
く
上
か
ら
も
一
シ
タ
ー
ー
を
建
設
せ
よ
と
い
う
一
ど
o

⑤
交
通
通
信
体
系
に
か
ん
一
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
一
ぃ
、
他
は
総
合
的
に
抽
象
的
な
一
な
場
合
、
引
話
で
附
会
や
交
寸
一
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
あ
る
こ

一
発
こ
一
ロ
ヤ
求
め
た
こ
と
、
そ
れ
に
一
の
が
最
も
多
い
ほ
か
、
老
人
の
一
す
る
こ
と
で
は
、
道
路
の
改
良
一
れ
o

給
食
セ
ン
タ
ー
ー
を
つ
く
一
態
度
表
明
を
す
る
に
と
ど
ま
り
一
旦
害
し
て
も
市
町
す
と
は
い
山
一
と
ば
と
し
て
受
け
と
ら
れ
る
と

一
重
複
発
言
や
発
言
者
漏
れ
を
な
交
通
料
金
、
入
浴
料
金
、
予
防
一
舗
装
に
か
ん
す
る
も
の
が
非
常
一
れ
。
青
島
に
少
年
自
然
の
家
を
一
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
出
一
れ
に
応
じ
て
い

U
U
一
則
前
、
四
一
い
ラ
マ
と
こ
ろ
で
問
題
は
日
本

一
く
す
た
め
、
発
言
者
や
発
言
順
一
注
射
料
金
な
ど
の
助
成
措
置
や
一
に
多
い
ほ
か
、
農
林
道
を
町
道
一
つ
く
れ
。
青
年
の
家
、
青
少
年
一
さ
れ
た
意
見
や
姿
望
事
項
り
ょ
一
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
は
、
電
一
の
国
内
に
お
い
て
も
こ
の
日

一
位
を
、
各
種
凶
休
お
よ
び
機
関
一
一
一
一
に
編
入
し
て
川
凶
ぃ
。
有
線
放
一
研
修
セ
ン
タ
ー
ー
、
独
立
閃
書
館
一
く
検
討
を
し
、
四
十
七
年
度
町
一
話
に
よ
る
照
会
、
交
付
中
請
は
一
本
的
思
想
や
論
理
を
持
つ
人
と

三
行
政
連
絡
会
と
は
二
送
電
話
の
自
室
イ
を
は
か
れ
。
一
郷
土
館
を
つ
く
れ
。
学
校
お
育
一
政
お
よ
び
四
十
七
年
度
か
ら
の
一
お
断
わ
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
一
西
洋
流
の
思
想
や
論
理
で
も
の

一
一
町
民
の
声
を
目
の
前
で
直
二
海
岸
線
県
道
を
国
道
に
昇
格
せ
一
予
算
を
大
巾
に
ふ
や
せ
。
も
っ
一
長
浜
町
の
長
期
振
興
計
画
基
本
一
し
た
。
を
い
ラ
人
と
の
二
種
類
が
生
じ

一
一
接
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
二
ょ
。
町
道
に
街
路
樹
を
植
え
よ
一
と
自
由
に
利
用
で
き
る
公
民
館
一
構
惣
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
一
お
断
コ
り

F
る
理
由
は
、
口
一
て
、
こ
と
ば
の
や
り
取
り
が
食

一
一
浜
町
政
が
真
に
住
民
の
生
活
ニ
国
鉄
予
讃
線
が
内
山
線
に
取
一
を
建
設
し
て
ほ
し
い
(
長
浜
地
一
よ
ラ
(
町
議
会
で
承
認
さ
れ
る
一
頭
、
た
け
U
よ
か
照
会
お
よ
び
回
一
い
迩
い
意
思
の
疎
通
が
で
を
に

一
一
に
直
結
し
た
も
の
で
あ
る
よ
こ
ら
れ
な
い
よ
ラ
事
前
に
運
動
さ
一
一

J

一
答
と
な
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
一
く
い
ば
か
り
で
な
く
、
互
い
に

了

う

に

、

さ

ら

に

、

現

在

お

こ

二

市

た

い

大

型

の

大

長

浜

港

の

建

一

一

一

一

ま

ち

が

い

が

お

こ

り

照

会

者

本

一

そ

の

よ

う

な

相

手

を

憎

み

合

う

二

な

っ

て

い

る

町

政

を

町

民

に

二

訟

を

推

進

せ

よ

な

ど

。

⑥

産

一

一

二

人

や

関

係

者

に

重

大

な

結

果

を

一

と

い

う

現

象

ま

で

起

き

て

い

る

一

よ

く

理

解

し

て

い

た

だ

く

よ

二

業

振

興

に

か

ん

す

る

こ

と

で

は

一

一

二

お

よ

ほ

す

恐

れ

が

あ

る

た

め

で

↑

と

い

う

こ

と

だ

マ

言

論

の

日

一
う
に
と
、
町
が
昨
年
度
二
臨
海
工
業
開
発
を
継
続
せ
よ

Q

一

一

一

一

す

。

一

由

、

表

現

の

自

由

が

尊

重

さ

れ

一

二

駐

車

場

を

つ

く

れ

が

非

常

に

一

一

一

一

し

た

が

っ

て

四

十

七

年

か

ら

一

る

時

代

だ

か

ら

、

そ

の

ど

ち

ら

一

(

四

十

五

年

度

)

か

ら

春

と

秋

二

一

一

一

一

、

:

街

路

灯

を

設

置

せ

一

一

二

は

、

長

浜

町

の

場

合

で

す

と

、

一

が

正

し

い

か

と

い

ラ

せ

ん

さ

く

一

一

を

会

期

と

し

て

聞

い

て

い

る

二

一

一

一

一

一

-
F
o

二

ょ

。

毎

年

漁

礁

設

置

を

継

続

し

一

一

二

直

接

役

場

本

庁

の

受

付

係

へ

お

一

は

し

ば

ら

く

お

く

と

し

て

、

憎

一
一
広
聴
広
報
会
て
ν

一

一

一

一

一

て

お

こ

な

え

Q

青

島

の

観

光

開

士

一

一

い

で

く

だ

さ

る

か

、

ま

た

は

、

一

み

合

う

こ

と

だ

け

は

や

め

る

よ

一

具

体

的

に

は

二

一

一

一

一

二
[
〉
春
一
は
お
も
に
当
年
度
の
町
ニ
発
を
促
進
せ
よ

Q

青

島

港

内

を

一

一

規

定

の

料

金

と

返

信

料

を

同

封

一

ラ

に

し

た

ら

ど

ラ

で

あ

ろ

ラ

。

政

の

あ

り

方

を

説

明

す

二

し

ゅ

ん

せ

っ

せ

よ

。

木

町

商

庖

一

一

二

し

た

手

紙

に

よ

る

申

請

の

う

ち

一

V
同
じ
日
本
人
、
日
木
民
族
同

3

0

二

街

を

近

代

化

し

、

歯

抜

け

の

な

一

一

二

い

ず

れ

か

の

方

法

を

ご

利

用

く

一

士

山

だ

か

ら

、

互

い

に

愛

し

合

い

7
7
H
Mっ
日

ヒ

主

持

げ

の

時

間

一

一

一

一

U
Y

閲

覧

ヤ

一

戸

一

日

出

品

川

口

問

一

改

修

せ

よ

。

青

島

を

遊

漁

の

基

一

一

一

(

(

(

(

炉

関

イ

は

一

戸

一

は

歳

末

だ

け

の

も

の

で

な

く

、

一
一
J
V
意
見
や
要
望
を
聞
一
一
地
に
せ
よ
o

地

場

産

業

の

体

質

一

一

一

一

籍

に

つ

き

五

十

円

。

住

民

票

は

一

新

し

い

年

か

ら

三

百

六

十

五

日

〈

二

改

善

を

ほ

か

れ

Q

出

石

寺

を

中

一

一

一

て

世

帯

分

に

つ

き

七

十

円

。

謄

一

日

常

永

遠

に

、

斗

￥

一
マ
出
席
者
町
内
の
各
種
団
二
心
と
す
る
観
光

7
ト

の

開

発

↑

一

一

一

本

抄

本

交

付

手

数

料

リ

戸

籍

は

一

2
と
ば
が
消
え
一
一
っ
て
コ
ミ

一

体

や

機

関

の

代

表

お

よ

び

二

世

備

を

お

こ

な

え

。

農

薬

の

無

一

一

復

写

用

紙

一

枚

に

つ

き

五

十

円

一

ユ

ニ

テ

ィ

の

豊

か

な

U

一

役

員

約

七

百

人

に

案

内

状

二

人

散

布

施

一

昨

日

を

研

究

し

設

置

し

一

一

住

民

票

は

四

人

以

内

の

世

帯

の

一

る

こ

と

を

望

み

た

い

。

一

1
1九
出
席
を
願
っ
て
い
二
て
ほ
し
い
。
み
か
ん
園

l
釣

|

一

一

場

合

は

七

十

円

で

、

四

人

増

す

一

」

1
1

二
白
滝
を
結
ぶ
観
光

hyiト
を

つ

ご

と

に

そ

の

倍

額

。

(Fヲ号)

会行所

長浜町役場

愛媛県喜多郡

印刷所愛媛協同印刷郎

1 '1月末人口世帯数

人口 14，245人

C 11月中の異動=転入

40 転出 49 出生 6 

死亡日 職権記載 5

職権消除 0=8人減〕

世帯数 3，866世帯

11月中の異動=7世帯減

臣
官
濃
町
@
長
期
掘
興
計
画
基
本
目
標

自智
c三ず

江主

5
町
づ

昌
一
か
一
ぜ
儲
舎
が

自主
苧翠

料
配

hr
ム
暗
記
紫
色

~;;まカ雪

四
十
六
年
度
秋
の
行
政
連
絡
会
は
、
四
十
五
年
度
の
と
ぎ
の

よ
う
に
町
が
単
に
次
期
年
度
の
町
政
推
進
の
た
め
に
住
民
の
意

見
や
要
望
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
近
く
構
想
を
策
定
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
「
長
浜
町
長
期
振
興
計
画
」
に
住
民
の
声
ま
生
か

し
て
い
く
と
い
可
目
的
も
合
わ
せ
て
、
さ
る
十
一
月
二
ム
六
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
町
体
育
館
で
問
き
ま
し
た
。

会
に
は
町
内
の
各
種
団
体
お
よ
び
機
関
の
代
表
や
役
員
約
二

百
五
十
人
、
町
側
か
ら
三
役
と
係
長
以
上
の
職
員
約
四
十
人
が

出
席
。
そ
の
結
果
約
百
八
十
件
(
う
ち
約
四
ム
件
は
、
発
言
時

間
切
れ
で
文
書
に
よ
る
も
の
)
に
の
ぼ
る
意
見
や
要
望
が
出
ま

し
た
。ま

た
、
こ
れ
ら
意
見
や
要
望
の
目
的
の
大
要
と
も
い
う
べ
き

町
が
提
唱
し
た
長
浜
町
の
長
期
振
興
計
画
の
基
本
目
標
ケ
万
場

一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

な事a(1) 

ーみなさんの声を町政に

出席者はやや少なかったが意見，要望は続出

--〆;{':;，命ゅ--
三斡良識三三

その前に忘年会/新年金



い
せ
つ
な
任
一
今
坊
松
の
久
保
の
中
島
熊
男
さ

務
を
も
っ
て
一
ん
と
櫛
生
浜
宮
の
域
戸
進
さ
ん

お
ら
れ
ま
す
一
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ど
尽
力
に

こ
の
た
び
一
た
い
し
感
謝
を
。
ま
た
、
今
後

こ
の
職
三
年
士
二
年
間
お
世
話
を
い
た
だ
く
こ

聞
を
務
め
ら
一
と
に
な
っ
た
新
委
員
の
み
な
さ

れ
退
任
さ
れ
一
ん
に
は
声
援
を
贈
り
私
た
ち
も

進
さ
ん
、
六
一
協
力
の
手
を
差
し
伸
べ
よ
う
で

ま
し
た
。
一
っ
て
務
め
て
い
た
だ
く
実
に
た
一
年
間
を
務
め
ら
れ
退
任
さ
れ
た
一
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

決

ま

っ

た

方

々

は

下

宮

一

三

1

1

l

i

l

i

-

-

l

i

l

i

l

i

-

-

l

l

l

l

l

l

l

一

十
二
人
(
定
員
)
で
う
ち
二
十
両
陸

F
M
H
J
h「
同

同

区

匝

隆

一

I

l

h

引

-J広
l

「
回
l

一

戸

者

孟

長

浜

地

区

=

ノ

グ

加

納

ツ

ル

須

沢

一

八
区
の
西
村
護
さ
ん
、
今
坊
松
一

7
〉
』
引

F
i
l
-
-
T
!
J
I
l
l
-
1
1
1
1
1
1品
吋
I
d
i
-
-
L
M
|
|
斗

一

一

仁

久

矢

野

美

佐

子

τ・
2
・
5

一

一

一

出

海

地

区

一

の
久
保
の
西
岡
支
え
、
櫛
一
一

J
I
U刊

I
l
l
l

引
引
引
到
山
J

出

ー

ー

間

副

刑

計

可

号

制

副

i

ー一

生
東
港
の
下
坂
馬
太
郎
さ
ん
の
一
l
E
ー
ー

ι両川
1

1

1

F

ト
け
い
山
1
1
l
J

市
出
吋
詐

J
?一

三
人
が
新
任
、
ほ
か
の
方
は
再
一
一

μ

一
井
内
キ
ヨ
カ
一
刊
・
川
・
位
。
恒
一
l

!
っ

ゴ

叫

ー

四

凶

凶

岡

U同
日
一
一
一
一
一

選

で

す

。

一

一

|

十

十

日

ド

ー

ド

祈

れ

い

叫

ー

ι竹
川
〕
門
岡
阿
同
門
い
1
H
H
一

民
生
委
員
は
厚
生
大
臣
と
県
一
戸

γ~同
市
直
唯
一
洲
一

m
一
加

2
十
一
豊
茂
一
佐
々
木
沢
子
一
時
一
噌
弘
一

が

委

嘱

す

る

も

の

で

任

期

が

三

行

に

阿

国

国

-
i一
イ

ピ

引

弘

町

品

J
一

日叶に目立一一-い川町一
-lkzt一l

v
戸
日
制
帽
μ
日一

一

園

一

A
斗

r

O

A

V

7

f

「Ill111111111十
llγ
ド
1Illi--Lト
Ill-ドhillιυKIli--1UV-1-ード1ll-四

九
こ
と
し
は
任
期
満
了
の
年
一
「

γ丙
Z盗

一

怖

い

抑

制

ぷ

下

震

一

束

富

幾

子

一

町

市

平

惣

瀬

一

に
当
り
、
改
選
が
お
こ
な
わ
れ
一
一
割
副
詞
矧
1
4

百
l

d

K

1

1

下

lr寸
-lf-JEl-L

一

た

も

の

で

、

同

日

町

休

育

館

で

芹

昨

匝

帥

同

開

F
h
u一

下

須

戒

一

徳

田

敬

四

郎

一

信

購

読

一

一

一位取引か
K
R
E
r百
廿
『
問
瞳
」
一
副
ト
ペ
111引
品
門
司
一
一

一
か
ら
委
嘱
状
が
子
波
さ
れ
ま
し
一
門
一
一
同
阿
川
河
同
ハ

1
1
J
一
一
ー
ー
ト
i
1
1
1
1
1
-
ー
何
日
医
院
広
l
i

一

寸

一

一

今

方

一

;

:

一

峯

2
・
松
の
久
一
l
H
L
1
崎
-
F
F
l
i
l
l
l
1
1
1
1
1
一
一

一

円

ト

ト

ト

l
Lい
什
陣
旧
岡
崎
他
球
一
一
向
雪
上
一
叫
J

到
す
U
l
u
-
-
引
|
一
一

一
「
副
長
自
信
「
γ一服申

ttI-川
主

T
J
U
4一

一
祉
」
と
い
う
7
心

が

け

を

忘

れ

が

一

一

櫛

生

地

区

二

ル

河

川

ー

タ

叶

松

・

大

越

一

一

一在日
H
U
M
3
1一

T
生
一

1
f院順一一間
JIl--zd一h
t
L一

一
ど
も
か
ら
老
人
に
至
る
ま
で
特
一
一
櫛
生
一
田
中
タ
ツ
エ
一
端

yf献
亙

は

同

一

柴

窪

美

恵

子

問

点

目

・

刊

の

浦

一

一
日
日
程
ト
ド
昨
組
問
ド
L
i
M
H包
一

一

日

ζ
日
目
白
土

開
1
4
時
1

開
1

時
h

d

p

k
静
M
d
Y
4
A
P
A
P
-
軸

h
院

h
師
i
舗
I
d
Y
4
L
A
-
-
P
1
静
H
静
L
A
P
-
静
h

曲
1

1

一

計

は

明

確

に

一

不

し

て

い

ま

す

。

一

1

1

I

l

-

-

i

l

l

一

消

を

飲

む

と

足

の

多

少

に

か

か

秘

録

繍

綴

瀕

鰯

路

線

露

綴

綴

織

調

翻

議

綴

議

題

ー

す

る

こ

と

」

「

横

断

情

な

と

安

織

機

織

機

鱗

鶴

繰

織

機

織

錦

繍

機

織

盤

機

離

問

国

長

浜

七

区

の

山

崎

康

郎

さ

ん

合

一

わ

ら

ず

ア

ル

コ

ー

ル

の

影

響

で

麟

繍

鶴

協

織

問

機

離

間

)

計

五

日

刊

ゃ

ん

六

歳

日

目

日

時

L日
一

一

日

時

二

日

日

間

一

鱗
麟
鰍
欝
轍
櫛
鰯
麟
繍
織
機
盤
区
展
侃
一
昨
年
じ
月
十
日
、
午
後
四
時
三
十
ど
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
寸
一
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
正
一
力
も
に
い
ふ
く
な
り
ま
す
。
一

千
子
園
藷
弱
瀦
鴫
消
機
畿

7
宥
一
唱
分
ご
ろ
、
長
浜
小
学
校
区
門
前
の
道
す
ぐ
必
官
な
こ
と
で
あ
る
と
回
心
月
を
す
ご
し
ま
し
ょ
ー
そ
の
一
ま
た
心
理
的
に
は
、
逆
に
大
一

開

臨

佐

韓

間

麟

山

訪

日

目

品

目

凶

器

一

い

は

日

こ

ど

も

を

は

じ

め

て

交

一

五

日

出

注

目

前

七

引

い

は

日

麟

麟

欝

麟

磯

髄

臓

機

瞬

闘

関

壌

を

負

っ

た

。

通

事

故

に

あ

わ

せ

て

み

て

、

は

一

っ

て

く

だ

さ

い

。

一

り

ま

す

。

こ

れ

で

は

事

故

Z
一

じ

め

て

こ

の

こ

と

を

絹

感

す

る

一

一

こ

す

の

が

当

然

で

す

。

一

「

も

う

す

ぐ

つ

け

る

ぞ

」

と

い

、
ま
す
。
今
や
「
白
分
だ
け
は
と
い
っ
て
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
放
医
さ
れ
、
人
の
ん
少
く
と
こ
ろ
と
と
も
に
、
私
た
ち
お
と
な
の
一
一
、
飲
酒
運
転
の
追
敢

-
O運
転

者

は

一

っ

し

よ

う

け

ん

め

い

に

モ

チ

を

絶
対
に
だ
い
じ
よ
う
ぶ
」
な
ど
一
歩
外
に
出
れ
ば
車
が
ひ
し
め
を
一
層
狭
く
し
て
い
ま
す
。
注
責
任
を
感
ぜ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
-
新
年
安
ム
ー
な
ど
飲
酒
の
機
会
一
っ
く
ク
ラ
ブ
員

き

、

一

院

の

油

断

が

生

命

」

主

へ

立

は

し

て

い

て

も

、

危

険

を

避

ん

。

が

多

く

な

り

ま

す

。

「

こ

の

程

一

う
と
い
う
時
世
で
す
。
け
る
能
力
の
な
い
こ
ど
も
た
ち
こ
ど
も
た
ち
は
き
ょ
う
も
外
一
度
の
酔
な
ら
事
故
を
お
こ
さ
な

1

f

い

E
信
が
あ
る
」
と
考
え
が
ち

削
私
の
こ
ど
も
も
昨
年
夏
の
宮
は
、
こ
う
い
可
実
状
も
原
凶
し
で
伸
び
伸
び
と
遊
ぶ
こ
と
が
で

い
い
い
日
に
事
故
に
あ
い
、
長
い
入
て
事
政
の
犠
牲
者
と
な
っ
て
い
き
な
い
で
、

fZ中
に

と

じ

こ

一

所

院

生

活

か

ら

治

ゆ

ま

で

の

期

間

る

よ

う

で

す

。

こ

の

よ

ヲ

な

状

-

ャ

ー

も

り

が

ち

で

す

。

ま

モ

湯

本

人

は

い

う

ま

で

も

な

く

、

家

態

で

は

車

は

楽

し

い

乗

り

物

で

す

品
川
族
の
心
配
は
想
像
に
絶
す
る
も
は
な
え
「
走
る
凶
器
」
で
す
。
な
状
態
で
こ
ど
も
を
外
に
出
せ
一

J

あ

の

で

し

た

。

事

政

防

止

対

策

と

し

て

よ

く

ば

私

た

ち

親

は

気

掛

か

り

で

落

一

一

件

拡
こ
ど
も
の
交
通
事
故
の
ほ
と
い
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
①
現
在
ち
着
い
て
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
」

軒
ん
と
は
歩
行
中
に
発
生
し
て
い
の
運
転
免
許
試
験
は
実
技
偏
重
交
通
事
故
防
止
は
私
た
ち
み

m

が
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
ど
も
の
こ
の
形
式
主
義
で
全
体
に
廿
く
、
ん
な
の
課
題
で
す
。
町
は
も
ち

J
W
ろ
と
変
わ
り
の
な
い
背
の
ま
ま
も
っ
と
個
人
の
知
能
テ
ス
ト
を
ろ
ん
私
た
ち
町
民
も
一
丸
と
な

あ
の
道
路
に
、
お
と
な
の
オ
モ
チ
厳
重
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
っ
て
効
果
的
対
策
に
積
極
的
に

創
ヤ
で
あ
る
車
が
激
増
す
る
と
と
う
こ
と
②
安
全
教
脊
、
警
察
の
取
り
組
ん
で
ゆ
く
べ
き
だ
と
考

d

も
に
、
そ
の
狭
い
道
路
は
、
と
収
締
り
、
罰
則
の
強
化
よ
り
も
え
ま
す
。

き
に
は
駐
車
場
の
こ
と
く
車
が
む
し
ろ
「
歩
道
と
車
道
を
分
離
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耕
民
生

岡田(一

j
ま
る

f
【
、
ノ
¥
戸

Mbλ

ご、
Q

V

く

ナ
J

J

C

、U

(2) 

菊
地
、
中
島
、
城
戸
さ
ん
P

ご
く
ろ
う
さ
ま
d

西
村
、
商
問
、
下
坂
さ
ん

P

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
d

私
た
ち
の
生

(179号)

活
水
準
を
表
わ

す
一
部
の
統
計

調
査
の
結
果
を

紹
介
し
ま
す
。

郡
内
他
町
村
、

県
都
松
山
市
、

そ
れ
に
県
平
均

と
比
較
し
て
み

5ま手りま

飲
酒
運
転
ぜ
っ
た
い

な率Il

1l ili l i111111 
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12人

15人

1ヲメリ

32 

口
同1点査i周0

0
0
0
0
 

年
京
年
始
は

と

く

に

意

。
飲
酒
が
予
想
さ
れ
る
と
き

は
、
不
便
で
も
、
占
ア
ゼ
町
長
一

い

て

出

か

け

る

。

一

口
取
を
運
転
す
る
と
き
は
、

た
と
え
杯
い
っ
ぱ
い
で
も

ぜ
っ
た
い
口
に
し
な
い
。

t ご11月末現存〉

町民ひとり当り73ヲ045円

。
も
し
凶
を
口
に
し
た
と
き

は
、
車
を
置
い
て
口
市
る
。

ずのす者 。担。 υ 人がの飲ま
禁 酒 々、 日洞 わ
(主席 のそ覚運り
，'-が 心れが車ーの
問予 づと最;五人
上想、 か同も追け、
3干さ い時た放
三れ がにいは
翌て 必ませ
苧い 要わっ j連
レる でりで匹、

算予

42件

49台

15% 

32台

19 

77% 

75 

11 
一
老
人
ホ
!
ム
白
山
園
(
入
居

一
者
五
十
九
人
)
で
は
、
さ
る
卜

一
二
月
七
日
、
長
浜
ラ
イ
オ
ン
ス

ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
、
へ
会
員

三
十
人
)
か
ら
忠
わ
ぬ
よ
品
も

ち
つ
き
の
慰
問
グ
よ
な
乏
け
楽
[

く
す
こ
し
ま
し
た
。

一
こ
の
モ
チ
っ
き
は
長
浜
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
毎
年
十
二
月

一
第
二
火
曜
日
に
計
耐
し
て
い
る

一
も
の
と
い
う
こ
と
で
今
午
で

一
回
目
。
こ
の
日
は
ク
ラ
ブ
員
「

「
一
足
お
先
に
お
正
月
が
ま
一
三
人
が
訪
れ
、
日
ご
ろ
着
る
二

た
み
た
い
」
と
老
人
ホ

1
ム
白
一

「

一

と

の

な

い

カ

ッ

ポ

l

着

を

つ

け

山

国

の

お

年

寄

り

。

一

v

y

o

へ
ッ
タ
ン
ペ

y
タ
ン
ρ

とム

一
ウ
ス
の
モ
チ
を
、
ホ
ー
ム
の
お

t

j

i

l

i

-

-

一

年

寄

り

も

加

わ

っ

て

約

一

時

間

一
半
で
つ
を
上
げ
ま
し
た
。
つ
を
に

ニ
、
よ
り
安
全
な
速
度
一
主
げ
た
モ
チ
は
六
個
つ
つ
ふ
:

£

い

。

一

ろ

に

入

れ

「

の

ど

に

つ

め

な

い

一

て

一

口

車

を

運

転

す

る

人

に

は

澗

よ

う

に

、

い

勺

ま

で

も

お

一

月

パ

川

町

を
す
す
め
な
い
。
ん
い
七
十
か
ら
年
始
に
か
け
て
は
一
で
」
と
千
波
さ
れ
た
あ
と
一

心
も
し
車
を
運
転
す
る
人
が
入
、
引
の
動
さ
が
あ
わ
た
だ
し
一
ク
ラ
ブ
員
の
手
口
山
の
余
町
一
に
や
一

飲
ん
だ
場
合
は
、
飲
ま
な
い
ト
「
一
、
z

父
通
渋
滞
と
毘
雑
が
一
ん
や
の
か
っ
さ
い
。
ぉ
モ
チ
作
一
一

-

一

1

-

も

ら

っ

た

上

に

子

口

川

ま

で

見

せ

い
人
が
運
転
す
る
か
、
ハ
輸
を
か
け
て
、
ス
ピ
ー
ド
主
反!

一
て
も
ら
っ
て
は
、
と
ホ
l
ム
の

イ
ヤ
l
、
タ
ク

νー
な
ど
一
や
無
理
な
追
い
越
し
を
汚
い

子
塚
佐
一
郎
さ
ん
(
八
十
一
一
一
歳
)

で
送
る

Q

飲
酒
運
転
追
放
一
寸
。
周
凶
に
ま
と
わ
さ
れ
る
こ
一
ら
六
人
の
人
た
ち
が
踊
り
を
は

は
、
運
転
者
、
家
族
、
地
と
な
く
、
気
分
を
引
き
し
め
、
よ
一
全ぜ

た
り
、
ク
ラ
ブ
員
と
色
人
ホ

域
、
職
場
、
酒
類
提
供
者
り
安
全
な
速
度
を
守
っ
て
く
だ
一
l
ム
対
抗
の
ゲ
i
ム
を
し
て
山
ー

な

ど

の

協

力

に

よ

っ

て

達

さ

い

。

一

日

を

楽

し

く

す

ご

し

ま

し

た

。

成
で
き
る
も
の
で
す
。

大

モチっき慰問で

楽しくすごす

ライオ

叔持老人木ーム



こ
ん
に
ち
は
、
文
書
係
で
す
。
一
の
仕
事
で
す
。
つ
ま
り
私
た
ち

一
私
た
ち
の
係
は
総
務
課
に
属
し
一
の
仕
事
は
役
場
内
の
印
刷
所
兼

一
て
い
て
、
全
部
で
四
人
い
ま
す
一
配
達
係
み
た
い
な
も
の
で
す
。

一
が
、
そ
の
う
ち
二
人
は
タ
イ
ピ
一
と
い
っ
て
こ
れ
だ
け
が
す
べ
て

一

ス

ト

で

す

。

一

で

は

な

く

、

一

方

役

場

あ

て

送

一
文
書
係
と
い
ろ
と
、
文
書
課
一
っ
て
ま
た
文
書
の
受
付
け
、
分

一
じ
ゃ
!
な
い
の
か
?
と
思
わ
れ
一
類
、
担
当
係
へ
の
配
付
な
ど
も

一
る
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
お
こ
な
ラ
ほ
か
、
役
場
の
い
っ

ι
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
そ
も
そ
も
一
さ
い
の
文
書
を
保
管
(
こ
れ
を

，

i
一
以
前
は
文
書
課
と
し
て
独
立
し
一
フ
ァ
イ
ル
と
い
う
)
し
、
管
理

一
て
い
た
も
の
が
総
務
課
に
統
合
一
し
て
ゆ
く
の
も
私
た
ち
の
仕
事

一
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
係
の
存
一
で
す
。

k

一
在
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
一
文
書
を
つ
く
る
!
と
一
口
に

k
一
と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
の
係
は
一
い
い
ま
す
が
、
や
っ
て
み
る
と

一
み
な
さ
ん
に
直
接
接
す
る
機
会
一
な
か
な
か
た
い
へ
ん
な
ん
で
す

一
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
す
。
一
ょ
、
中
で
も
情
報
化
時
代
に
郎

e

一
で
す
か
ら
文
書
係
と
い
う
係
が
工
め
し
た
文
書
の
作
成
と
い
う
こ

カ
一
あ
る
こ
と
を
今
は
じ
め
て
知
っ
一
と
で
は
、
読
み
や
す
い
文
書
、

一
た
と
い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
↑
読
ま
れ
る
文
書
と
い
う
こ
と
に

一
す
。
し
か
し
、
よ
く
考
え
て
見
一
重
点
が
お
か
れ
ま
す
の
で
、
文

?
一
る
と
間
接
的
に
は
一
番
み
な
さ
一
字
や
用
語
の
使
い
方
、
レ
イ
ア

右
一
ん
と
接
し
て
い
る
よ
う
に
も
息
一
ワ
ト
た
ど
に
そ
の
技
術
が
要
求

一

い

ま

す

。

一

さ

れ

ま

す

。

と

い

っ

て

も

、

み

一
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
区
長
さ
↑
な
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
る
文

t
一
ん
を
通
じ
て
お
届
け
し
て
い
る
一
書
が
は
た
し
て
そ
の
よ
う
に
う

軒
一
い
ろ
い
ろ
な
回
覧
文
書
や
通
知
一
ま
く
い
っ
て
る
か
ど
ラ
か
は
疑

:
一
書
な
ど
が
そ
の
一
つ
で
す
。
ぁ
一
間
で
す
よ
・
:
ネ
?
で
も
少
な
く

一
の
回
覧
文
書
な
ど
を
つ
く
る
の
一
と
も
そ
う
い
ラ
気
持
ち
で
や
っ

一
は
、
実
は
私
た
ち
文
書
係
の
仕
一
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

一
事
な
ん
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
一
し
く
見
て
く
だ
さ

l
ぃ
、
読
ん

晶
一
区
長
さ
ん
方
や
み
な
さ
ん
の
ご
一
で
く
だ
さ

i
い
と
P

R
し
た
い

一
家
庭
に
送
付
す
る
の
も
私
た
ち
一
と
こ
ろ
で
す
。

(179号)
~ -、

(3) 

1---

よ
ラ
な
人
間
関
係
を
失
っ
て
し
一
，
.
.
 
，

.

一

設

設

備

費

と

し

て

現

金

二

十

万

一
圃
司
M
回
目
圃
あ
り
が
と
う
ご

ま
い
ま
す
。
心
を
一
つ
に
し
て
一
雲
量
回
-
一
円
を
長
浜
町
消
防
固
に
、
ま
た

「
い
っ
し
ょ
に
や
ろ
う
」
と
い
一

R
E
E
E副
ざ
い
ま
し
た
。
一
交
通
安
全
施
設
設
備
費
と
し
て

計

一

う

呼

び

か

け

や

協

力

し

合

う

関

一

O
櫛
生
保
育
所
母
の
会
理
二
現
金
十
万
円
を
長
浜
町
交
通
安

い

一

係

が

あ

っ

て

こ

そ

グ

み

ん

な

の

一

保

育

所

用

公

社

電

話

一

台

購

一

全

推

進

協

議

会

に

寄

付

さ

れ

ま

い

山

一

も

の

d

に
な
る
の
で
は
な
い
で
一
入
資
金
と
し
て
現
金
五
万
三
一
し
た
c

し

よ

ろ

か

。

百

円

を

町

へ

O

一
長
浜
石
油
ガ
ス
組
合
と
い
可

わ追

一

生

活

は

清

潔

と

切

り

離

す

こ

一

O
出
海
保
育
所
母
の
会
'

a

出
海
一
の
は
喜
多
石
油
K
-
K
、
岸
本

に

一

と

の

で

き

な

い

も

の

だ

と

思

い

一

保

育

所

用

と

し

て

、

は

し

ご

一

石

油

居

、

長

浜

青

果

農

協

給

油

博

一

ま

す

。

町

の

中

も

車

の

中

も

わ

一

二

基

(

屋

外

用

屋

内

用

)

お

一

所

、

池

内

石

油

底

、

矢

野

ガ

ス

制

一

だ

れ

で

も

自

分

の

も

の

は

た

の

迷

惑

は

考

が

家

の

ご

と

く

清

潔

感

を

忘

れ

一

よ

び

砂

場

お

お

い

を

町

へ

。

一

白

滝

石

油

庖

、

鈴

木

ガ

ス

商

会

年

一

い

せ

つ

に

し

ま

す

。

が

、

ど

う

え

な

い

の

だ

て

は

な

り

ま

せ

ん

o

一
O
長
浜
地
区
石
油
ガ
ス
組
合
・
・
一
の
七
者
が
集
ま
っ
た
組
合
で
、

山

内

一

も

み

ん

な

で

使

う

も

の

な

ど

と

ろ

ラ

か

。

新

聞

紙

や

タ

バ

コ

の

空

箱

な

十

現

金

二

十

万

円

を

町

消

防

団

十

寄

付

を

受

け

た

消

防

団

で

は

、

吋

一

な

る

と

冷

た

い

態

度

の

こ

と

が

「

三

つ

子

・

・

・

・

・

・

一

へ

。

現

金

十

万

円

を

町

交

通

一

せ

っ

か

く

の

厚

意

が

生

か

せ

る

制

一

あ

り

ま

す

。

の

魂

百

ま

ど

を

も

し

ゃ

ぐ

っ

て

、

と

こ

ろ

一

安

全

推

進

協

議

会

へ

。

一

よ

う

に

と

、

た

だ

い

ま

利

用

法

忠

一

た

と

え

ば

公

衆

便

所

の

よ

ど

で

」

と

い

い

か

ま

わ

ず

ポ

イ

ッ

と

投

げ

捨

て

一

O
白
滝
保
育
所
四
十
六
年
度
後
一
を
検
討
中
で
す
が
、
で
き
れ
ば

引

幅

一

れ

ぐ

あ

い

一

つ

を

み

て

も

、

自

ま

す

。

特

に

て

い

る

風

景

を

よ

く

見

か

け

ま

一

援

会

:

白

黒

テ

レ

ビ

一

台

を

一

防

火

水

槽

か

防

火

井

戸

の

設

備

弘

一

分

の

家

の

も

の

だ

っ

た

ら

、

決

こ

ど

も

の

う

す

。

し

か

も

そ

れ

が

あ

た

り

ま

一

白

滝

保

育

所

用

と

し

て

町

へ

一

費

に

使

い

た

い

と

い

っ

て

い

ま

三

日

五

日

付

自

主

詰

持

品

目

一

劃

割

引

引

一

的

工

辻

語

性

品

川

一

:

。

と

い

ろ

最

初

い

「

あ

あ

情

け

な

い

」

と

思

わ

↑

初

万

円

寄

付

一

で

に

カ

1
ブ
ミ
一
フ
!
を
設
置
す

ア備
u
u
U
M
M
U
M
M口
向

性

川

明

白

川

町

帥

誌

れ

口

凶

吋

一

ー

長

浜

地

区

石

油

一

日

持

品

主

計

一

計

ι
r
-
も

の

ま

で

が

も

普

取

ら

れ

た

り

つ

だ

と

思

い

く

気

持

ち

よ

く

生

活

し

て

い

け

は

な

い

は

ず

、

め

い

め

い

が

い

一

ガ

ス

組

合

一

た

め

に

役

立

つ

こ

と

に

な

っ

て

嬬
一
こ
わ
さ
れ
て
い
る
と
と
も
あ
り
ま
す
。
中
で
る
よ
ラ
に
、
み
ん
な
の
も
の
は
つ
し
か
生
活
の
中
で
得
た
知
恵
一
「
お
歳
暮
を
や
め
て
、
そ
の
一
い
ま
す
。

碍
一
ま
す
。
多
分
い
た
ず
ら
を
楽
し
も
人
間
愛
に
満
ち
た
生
活
環
境
み
ん
な
の
宝
と
し
て
た
い
せ
つ
(
?
)
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
一
代
わ
り
に
何
か
み
な
さ
ん
の
役
↑
・
掴
曙
唱
彊
圃
圃
司
君
唱
咽
・

3

一
ん
だ
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
育
つ
な
ら
ば
、
何
か
と
社
会
に
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
が
自
分
の
家
庭
の
レ
ッ
テ
一
に
立
つ
も
の
を
・
」
と
昨
年
は
一
圃

E
E
E
E
-
-
E
E
-
E圃

一
ま
た
、
い
こ
い
の
場
に
お
い
に
奉
仕
の
で
き
る
立
派
な
人
間
言
う
べ
き
こ
と
も
言
わ
ず
、
ル
と
な
り
、
し
い
て
は
私
た
ち
↑
消
防
ポ
シ
プ
(
時
価
二
十
五
万
一
【
新
採
用
】
渡
辺
タ
ミ
子
(
総

一
て
も
最
近
特
に
道
徳
心
の
な
い
明
る
い
町
を
築
こ
ラ
と
す
る
社
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
長
浜
町
民
の
レ
ッ
テ
ル
に
な
る
一
円
)
一
台
を
消
防
団
に
寄
付
さ
一
務
課
有
線
放
送
白
滝
中
継
所
新

反
面
、
み
な
さ
ん
い
ろ
い
ろ
だ
さ
い
。
一
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
会
意
識
の
あ
る
人
聞
が
育
つ
の
し
な
い
で
い
た
の
で
は
、
私
た
こ
と
を
心
し
て
、
今
後
お
互
い
一
れ
た
長
浜
地
区
石
油
ガ
ス
組
合
一
務
)
、
白
井
幸
子
(
岡
本
部
放

と
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
一
い
つ
ま
で
も
ど
ラ
ぞ
よ
ろ
し
一
だ
れ
で
も
自
分
は
迷
惑
を
受
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ち
み
ん
な
が
お
互
い
に
心
か
ら
み
ん
な
で
気
を
つ
け
た
い
も
の
一
が
、
さ
る
十
一
月
二
十
六
日
こ
一
送
所
)
・
い
ず
れ
も
十
二
月

a

た
ら
ぜ
ひ
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
一
く
。
一
け
た
く
な
い
と
思
う
の
に
、
人
み
な
さ
ん
、
み
ん
な
が
仲
よ
信
頼
し
合
い
、
安
心
し
合
え
る
だ
と
思
い
ま
す
。
一
と
し
も
同
じ
主
旨
で
、
消
防
施
一
日
付
。

一
け
た
と
い
う
才
能
の
持
ち
ぬ
し
一
出
し
て
の
三
年
連
続
優
勝
。
三
浜
町
。
こ
こ
に
す
ば
ら
し
い
一
た
た
え
る
会
開
く
一
先
般
お
こ
な
っ
た

4
村
選

※

※

わ

が

町

に

※

※

一

昨

日

昨

日

時

認

可

詩

型

耳

目

に

哲

一

特

別

は

討

山

口

1
3
町
と
町
体
育
協
会
で
は
、
今
一
江
川
町
凶
作
法
日

国
体
優
勝
選
手
誕
生
グ
面
白
諮
問
世
話
時
出
自
一
栄
同
首
J
J
m
i判
明
一
一
一
時
間
一
昨
日
げ
昔
話
諮
問

時

働

問

今

村

絹

代

さ

ん

一

時

的

自

刊

誌

M
H
一

環

い

在

日

立

財

閥

則

一

4
M
V眼
目

片

付

供

与

ド

町

内

の

有

志

の

方

一

時

立

詩

吟

一
そ
の
か
い
あ
っ
て
二
年
生
か
と
一
代
表
で
国
体
に
初
出
場
み
ご
と
一
ま
し
い
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
一
々
や
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
ら
約
四
一
は
大
喜
び
「
第
二
の
今
村
選
手

わ
が
長
浜
町
か
ら
も
つ
い
に
一
録
樹
立
の
選
手
で
す
。
↑
村
恒
子
さ
ん
の
末
っ
子
で
現
在
一
き
、
第
三
回
全
日
本
中
学
校
放
一
叫
凶
作
性
ン
の
大
会
新
記
録
を
出
一
見
の
が
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
十
人
が
集
ま
り
、
華
や
か
な
ふ
÷
め
ざ
し
て
が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ

国
体
優
勝
選
手
が
出
ま
し
た
。
一
そ
の
人
は
長
浜
二
十
三
区
の
一
松
山
の
済
美
高
校
で
家
政
科
の
一
送
陸
上
競
技
大
会
で
第
三
位
。
一
し
、
さ
ら
仁
ζ

と
し
は
と
の
自
一
青
春
時
代
を
ス
ポ
ー
ツ
一
筋
一
ん
い
き
で
祝
宴
が
お
こ
な
わ
れ
一

l
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
二
年
連
続
大
会
新
記
一
今
村
絹
代
さ
ん
二
十
四
歳
。
今
一
教
師
を
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

τか
し
競
争

1
1
1
1卜
l
l
l
J
己
の
記
録
を
一
に
か
け
た
彼
女
。
「
そ
の
と
き
一
る
と
と
も
に
、
今
村
選
手
に
功
-

一

十

出

場

種

目

は

、

女

子

砲

丸

投

一

相

手

の

少

な

一

参

考

一

芸

シ

破

る

け

同

一

は

つ

ら

い

と

患

っ

た

け

ど

、

今

一

労

賞

と

記

念

品

を

贈

っ

て

健

闘

一

げ

。

一

い

長

浜

で

は

一

砲

丸

投

げ

リ

フ

ィ

ー

ル

ド

一

M
m吟
を
記
一
で
は
な
ん
と
も
思
わ
な
い
」
と
一

tい
滑
川
冷
津
‘
山
崎
げ

i
l
l
-

一
優
勝
し
た
国
体
は
昨
年
第
二
一
進
歩
が
な
い
一
競
技
の
一
つ
。
規
定
の
円
内
一
録
し
、
連
続
↑
物
静
か
に
語
る
。
し
か
し
、
母
一
'
十
一
月
二
十
九
日

>
一
十
五
回
と
と
と
し
第
二
十
六
回
一
と
い
う
お
父
一
か
ら
砲
丸
を
片
手
で
投
げ
、
一
大
会
新
記
録
一
恒
子
さ
ん
に
し
て
み
れ
ば
「
平
↑
し
長
浜
小
学
校
に
、
新

で
一
大
会
で
す
。
一
さ
ん
と
当
時
一
そ
の
到
達
距
離
の
長
さ
を
競
一
の
優
勝
を
飾
一
凡
な
年
ご
ろ
の
娘
の
生
活
と
厳
一
返
し
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

仏

地

b

一
「
今
村
」
と
い
う
姓
を
聞
く
と
一
長
浜
小
学
校
一
ラ
も
の
。
一
っ
た
と
い
う
一
し
い
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
道
を
思
一
紙
十
二
個
が
小
包
で
届

問
権
体
一
年
輩
の
方
な
ら
、
か
つ
て
長
浜
一
長
を
さ
れ
て
一
砲
粛
の
重
さ
H
女
子
四
話
一
も
の
。
ま
た
一
う
と
き
、
何
度
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
-
引
き
ま
し
た
。
そ
れ
か

オ
手
国
↑
町
議
会
の
議
員
と
し
て
町
政
に
一
い
た
城
戸
藤
一
君
子
七
・
二
五
七
君
。
一
こ
の
ほ
か
今
一
を
捨
て
よ
う
と
親
子
が
涙
を
流
一

G
ら
一
週
間
ほ
ど
後
の

ゴ
録
措
畑
一
貢
献
さ
れ
た
、
今
は
な
き
今
村
一
寿
(
現
在
四
「

|
|
|
J
I
l
l
-
L
村
選
手
は
円
一
し
た
か
知
れ
な
い
」
と
い
う
。
一

0
ル
O
士
耳
六
日
、
今
度

お
記
単
一
瓶
一
琳
吾
さ
ん
を
思
い
出
さ
れ
る
方
一
士
ハ
区
に
在
住
)
さ
ん
の
す
す
-
盤
貫
け
、
槍
投
げ
な
ど
で
も
好
一
そ
の
こ
と
ば
の
中
に
は
「
チ
ヱ
一
は
長
浜
中
学
校
に
男

快
高
<
<
一
が
多
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
一
め
も
あ
っ
て
、
三
年
生
か
ら
親
一
記
録
を
出
し
て
い
る
選
手
で
す
一
ジ
ピ
オ
シ
と
な
る
が
た
め
に
味
一
校
子
用
砲
丸
三
個
と
女

豪
最
仰
仰
一
今
村
選
手
は
そ
の
琳
吾
さ
ん
の
一
元
を
離
れ
、
陸
上
の
盛
ん
な
名
一
こ
の
よ
う
な
選
手
が
出
た
の
一
わ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
孤
一

O

ォ
O
子
用
砲
丸
三
個
が
は

の
配
官
一
娘
さ
ん
で
す
。
四
十
四
年
に
お
一
古
屋
女
学
院
中
学
校
に
転
校
。
一
は
長
浜
史
上
始
ま
っ
て
以
来
の
五
」
と
も
い
う
べ
き
苦
し
い
道
一
卜
い
っ
た
小
包
が
届
き

1
叩
竺
父
さ
ん
を
な
く
し
、
現
在
は
お
一
そ
の
年
お
こ
な
わ
れ
た
第
四
回
一
こ
と
で
す
。
ま
た
、
今
後
は
た
一
に
挑
ん
で
い
た
今
村
選
手
の
姿
一

0
フ
O
ま
し
た
。

擢
ト
ト
ヨ
母
さ
ん
の
恒
子
さ
ん
と
一
一
人
暮
育
陸
上
競
技
大
会
で
は
早
く
も

τて
長
浜
町
か
ら
こ
の
よ
う
な
で
か
う
か
が
え
ま
す
。
一

o
ソ
O

は
て
?
だ
れ
も
注

村

投

投

げ

一

し

。

一

み

ご

と

中

学

日

本

新

記

録

で

優

一

す

ば

ら

し

い

選

手

が

出

る

か

ど

一

わ

ず

か

の

ち

が

い

で

こ

の

栄

一

L
-

文
し
た
覚
え
は
な
い

今
丸
盤
投
一
今
村
選
手
は
、
小
学
校
六
年
一
勝
。
つ
づ
い
て
岡
高
校
時
代
に
一
う
か
と
な
る
と
む
つ
か
し
い
こ
一
誉
を
見
る
こ
と
が
で
さ
な
か
っ
一

μ
の
に
・
と
差
出
人
を

砲
円
槍
一
生
の
と
き
健
康
優
良
児
愛
媛
県
五
、
秩
父
宮
賜
杯
を
か
け
た
全
一
と
で
す
。
一
た
、
今
は
な
き
父
、
琳
吾
さ
ん
一
偵
よ
く
見
る
と
「
今
村

一
。
体
格
は
抜
群
。
学
校
の
成
一
国
高
校
選
手
権
大
会
に
出
場
し
一
国
体
大
会
新
記
録
保
持
者
・
一
も
き
っ
と
草
葉
の
陰
で
喜
ん
で
一
臨
絹
代
」
と
サ
イ
シ
あ

績
も
よ
く
、
ク
ラ
ス
委
員
を
続
一
大
会
新
記
録
、
高
校
新
記
録
を
一
今
村
絹
代
選
手
の
い
る
町
1

長

一

お

ら

れ

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

り

。

の
(
も
)

(

の

)

(
な
)

(
ん
)

み

(文書係です

豊
か
な
生
活
へ
の
沈

21区

永木タマル

商業)(43才

女図 書

どぞんじですか?……体育館三階には図書室がある
んですよ!
女貸出日 毎週月曜日と木曜日

午前?時~午後6時まで受付
平日 午前?時~午後5時まで，土

曜日午前?時~正午まで受付
日曜日休室

女自由えつらん



機
農
」
な
ど
の
協
賛
出
品
も
加
一
;
圃

l
i
l
i
-
-
l
i
Z
E
E
-

期

で

、

加

入

年

令

は

被

保

険

ま

す

。

一

わ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
多
一
雫
だ
よ
り
者
が
口
才
か
ら
十
才
ま
で
、
④
傷
害
特
約
付
き
で
す
か
ら
、
一

彩
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
o

一

l
i
i
i
l
i
-
-
i
i
:

契
約
者
が
二
十
才
か
ら
五
十
被
保
険
者
が
交
通
事
故
や
忠
一

第
一
会
場
二
階
に
は
、
こ
と
一
ア
一
郵
便
局
の
簡
易
保
才
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
ぬ
災
害
で
五
日
以
上
入
院
一

し
も
地
場
産
業
と
し
て
長
い
歴
一
川
ん
@
r

険
に
、
「
傷
害
特
約
大
学
進
学
用
は
十
八
才
満
さ
れ
た
と
き
は
、
一
日
に
つ
一

史
を
も
っ
グ
タ
や
サ
ン
ダ
ル
な
一
一
を
一
工
ロ
宇
野
官
官
が
期
で
、
加
入
年
令
は
被
保
険
き
保
険
金
の
千
分
の
一
(
四
一

ど
木
工
製
品
、
号
、
ミ
カ
ン
一
一
丸
〔
誕
生
し
ま
し
た
。
者
が

D
才
か
ら
十
二
才
ま
で
か
月
分
ま
で
)
の
入
院
保
険
一

す
よ
か
ん
詰
、
文
化
燃
料
二
則
一
最
近
、
高
校
、
大
契
約
者
が
二
十
才
か
ら
五
金
を
。
身
体
に
障
害
を
生
じ
一

町
の
誘
致
工
場
で
あ
る
長
浜
化
一
品
ぃ
学
へ
の
進
学
率
は
年
十
才
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
た
と
き
は
、
そ
の
程
度
に
応
一

成
の
は
き
も
の
、
宗
栄
産
業
の
一
一
資
一
言
く
な
っ
て
お
り
②
保
険
金
は
進
学
前
に
、
配
当
じ
保
険
金
の
全
額
か
ら
一
割

縫
製
品
、
ヵ
ル
ビ

l
製
菓
の
カ
一
{
子
一
教
育
費
も
ま
た
ラ
な
金
を
加
え
て
お
支
払
い
し
ま
ま
で
の
傷
害
保
険
金
を
。

一

一

ッ

パ

え

び

せ

ん

、

そ

れ

に

洋

菓

一

一

ご

一

ぎ

の

ぼ

り

の

状

態

で

す

。

死

亡

さ

れ

た

と

き

は

、

保

険

一

一
恒
例
の
長
浜
町
物
産
展
は
、
一
子
組
合
の
タ
ル
卜
や
モ
ナ
力
、
下

l
w
急
に
ま
と
ま
っ
た
学
十
五
才
満
期
学
資
保
障
は
金
の
三
倍
を
お
支
払
い
し
ま
一

一
こ
と
し
は
商
工
会
、
青
果
農
協
、

7
5
L
3
7
4ど
一

一

学

一

資

金

を

と

い

っ

て

も

高

校

入

学

年

令

で

あ

る

十

五

す

。

一

一時当日
r
f弓
九
日
立
時
乃
花
い
百
一
一
時
一
大
技
口
付
一
計
画
的
抗
日
γ
諸
問
時
ポ
ス
ト
増
設
一

的
)
一
日
「
可
明
日
間
一
一
一
一
一
一
一
心
一
一
一
日
一

-
R日
一
一
日
れ
れ
一
一
一
…
ま
…
詰
野
山
恥
吋
す
ド
八
才
満
期
学
資
保
険
は
増
淵
リ
日
以

U
J
U
U一

け
山
村
一
(
第
二
会
場
、
森
林
組
合
一
設
さ
れ
、
展
示
さ
れ
た
プ
ッ

ν
一
一
志
~
き
、
そ
し
て
万
一
の
高
校
入
学
年
令
期
に
保
険
金
利
用
く
だ
さ
い
。

回
一
銭
一
(
第
三
会
場
)
、
長
浜
高
校
グ
ラ
一
ュ
ホ
ジ
(
押
し
ボ
タ
ン
式
霊
山
一
一
子
一
と
ぎ
の
保
障
も
す
る
の
一
割
を
、
大
学
入
学
年
令
@
本
町
四
丁
目
北
角

位
一
一

U
U
L一
一
一
一
一
一
一
一
日
日
目
白
川
一
一
一

v勺
日

寸

断

口

江

一

…

お

…

u
U
1
切
れ
は
口
封
一
一
四
日
一
一
町
民
(
刊
一
日
一
苅
所
リ
ハ
ス
停
・
矢

w一
一
円
一
の
入
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
一
カ
ン
の
品
評
会
と
干
し
い
V

イ
タ
一
な
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す

Q

て
お
支
払
い
し
ま
す
。
②
長
浜
中
学
校
前

加
制
一
た
。
一
ケ
共
進
会
が
相
か
わ
ら
ず
の
人
一
①
進
学
年
令
に
合
わ
せ
て
満
期
③
契
約
者
に
万
一
の
こ
と
が
あ
(
切
手
販
売
所
リ
高
木
文
房
具

池
小
一
こ
と
し
の
物
産
展
は
、
こ
れ
一
気
で
、
時
お
り
通
路
は
い
っ
ぱ
一
に
な
る
よ
ラ
に
し
て
あ
り
ま
っ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
以
後
居
)

針
札
一
ま
で
別
に
開
催
し
て
い
た
「
ミ
一
い
に
な
り
、
陳
列
さ
れ
た

ν
ィ

一

す

。

の

保

険

料

払

込

み

は

要

し

ま

し
た
一
カ
ン
品
評
会
」
や
「
干
し

νイ
一
タ
ケ
や
ほ
だ
木
に
見
入
る
婦
人
一
高
校
進
学
用
は
十
五
才
満
せ
ん
が
、
保
険
金
は
保
障
し

ら
は
一
タ
ケ
共
進
会
」
を
合
同
で
お
こ
一
や
後
継
者
ら
し
き
若
者
の
姿
も

日
山
口
町
一
な
っ
た
ほ
か
「
考
え
る
消
費
者
一
見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

簿
姿
一
展
」
や
「
植
木
苗
木
の
展
示
即
一
一
方
、
ミ
カ
シ
娘
県
代
表
の
一
で
も
植
木
、
苗
木
の
即
売
が
好
一
で
は
畳
二
枚
も
の
大
き
さ
の
パ
一
グ
ル
ー
プ
は

名
の
一
売
」
そ
れ
に
伊
予
長
浜
電
報
電
一
工
藤
幸
子
(
櫛
き
さ
ん
ら
を
一
評
で
、
つ
つ
じ
、
ひ
い
ら
宅
一
ネ
ル
に
色
分
け
し
て
書
い
た
農
一
月
草
地
地
区
一

時
間
一
日
間
五
時
一
一

H
A計
一

軒

軒

目

印

江

主

主

日

比

一

訪

日

明

日

持

者

一

門

一

台

芸

の

明

東

地

地

区

一

一
の
特
別
出
品
、
さ
ら
に
「

r社
一
と
で
人
気
上
々
、
三
カ
シ
、
千
一
売
り
切
れ
ま
し
た
o

一
な
お
、
干
し

νイ
タ
ケ
共
進
一
門
一
一
等
賞
〕
豊
茂
の
下
村
A
地
区
一

一
自
動
車
展
」
「
農
機
具
お
よ
一
し

νイ
タ
ヶ
、
ヵ
ッ
パ
え
び
せ
一
今
回
の
物
産
展
の
特
徴
と
し
一
会
お
よ
び
ミ
カ
ン
品
評
会
の
入
一
門
三
等
賞
〕
大
越
の
叶
松
地
医
一

一
び
農
機
エ
シ
ジ
ン
展
」
「
ら
ん
一
ん
、
か
ん
詰
ー
な
ど
が
な
か
な
か
一
て
は
パ
ネ
ル
に
よ
る
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議

議
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ミ
カ
ン
、
シ
イ
タ
ケ
も
い

(179号)
Eま安才主な事麗京昭和46年 (1971年)12月201.--.

県健鹿優良老人iこ

っ
!
レ
よ

よく見えるところにはって

利

用

く

すこ

さ

、
な
お
、
実
施
日
の
前
日
と
当
日
は
有
線
/

(
放
送
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
予
定
変
)

/
更
の
と
き
も
有
線
放
送
で
。
、

骨
鴎
岡
崎
歯
周
保
健
事
業
ブ
日
グ
ラ
ム

ー
、
有
熱
患
者
、
山
附
刷
間
有
問
醐
配
制
同
阿
臓
む
疾
患
の
あ

つ
ぎ
の
よ
う
な
症
一
艶

u
f患
者
、
脚
気
患
者
、
そ
の
他
一
医
師
が
予
防
接
種
を
お

状
の
方
は
接
種
で
一
こ
な
ろ
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
る
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
方

一
2
、
病
後
衰
弱
者
ま
た
は
著
し
い
栄
養
障
害
者
。

き
ま
せ
ん
。
一
3
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
方
、
ま
た
は
け
い
れ
ん
性
体
質
の
方
。

4
、
妊
産
婦
。

一
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一
記
即
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防
連
日
射
一

門
該
当
者
〕

①
ジ
ブ
テ
リ
ノ
ヤ
と
百
日
咳
の
両
方
と
も
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

昭
和
初
年
6
月
1
日
か
ら
必
年
8
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
こ
ど
も
さ
ん
と

前
年
度
3
回
接
種
さ
れ
た
こ
ど
も
さ
ん

②
ジ
プ
テ
リ
ノ
ヤ
だ
け
受
け
れ
ば
よ
い
方

来
年

(
U
年
)
度
入
学
す
る
こ
ど
も
さ
ん
と
現
在
小
学
6
年
生
の
児
童

い

つ

一

受

付

時

間

1

1

1

凶
川
一
日
間
ろ
|

|

J

J

4

7
日
一
午
後
1
a
m
T
2
・

凹

長

浜

町

体

育

館

お
日
一
午
後
1
・
羽

t
2
・凹

に事璽EJ-.一、二の表[ま

19 
日

午|午
後|前

開
回
世
間
口
開
は
亮
行
き
上
々

t眉 S

有
線
放
送
電
話
も
番
号
で
申
し
込
み
ま
せ
ん
と

お
つ
な
ぎ
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
つ
ぎ
の
加

除
訂
正
表
は
、
い
ま
す
ぐ
電
話
帳
に
転
記
し
て

く
だ
さ
い
。
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